
特例について

平成 29 年に告示された学習指導要領により、教科の内容が変更されたため、「中

城ごさまる科」の１２時間を、３学年は「総合的な学習の時間」から充てるよう変

更した。

変更申請（15 ～ 16 ページ）、変更後の基となる学習内容（①ページ）、変更後の

教育課程表（②～④ページ）を掲載する。
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（別紙）【様式２】

特別の教育課程編成・実施計画

１ 特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関

沖縄県中城村教育委員会

２ 特別の教育課程を編成・実施する学校一覧

学校名 設置者の別 学校の種類

中城小学校 公立（中城村） 小学校

津覇小学校 公立（中城村） 小学校

中城南小学校 公立（中城村） 小学校

３ 特別の教育課程の内容

（１）必要となる教育課程の基準の特例

学校第 1学年から第 6学年に新設教科「中城ごさまる科」を置く。
ア 小学校 1学年は国語、生活、から合計１０時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

イ 小学校第 2学年は、国語、生活、から合計１０時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

ウ 小学校第 3学年及び第 4学年は､社会を１２時間削減し、「中城ごさまる科」に充てる。

エ 小学校第 5学年は、道徳、総合的な学習の時間から合計１３時間を削減し「中城ごさまる科」

に充てる。

オ 小学校第６学年は、総合的な学習の時間から合計 15時間を削減し「中城ごさまる科」に充て

る。

カ 教育課程全体は別添の教育課程表参照

（２）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性

本村は、2000 年 12 月に世界遺産指定された「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の
一つである中城城跡(なかぐすくじょうあと)を有している。

グスクは、12 世紀前後より各地に現れた按司と呼ばれた豪族の築いた石造りの城砦で
あり、拝所を備え、聖地としての役割を担い、地域の信仰を集める場所でもあった。こ

れらの遺産群は、琉球王国が 1879 年に沖縄県になるまで、独立国として東南アジアや中
国、朝鮮半島や日本との経済的、政治的な交流をもち、独自の琉球文化を花咲かせた

ことを示している。これら独自の文化的伝統や信仰形態を今日まで伝える貴

重 な 建 造 物 群 が そ の 歴 史 的 価 値 を 認 め ら れ 、 世 界 遺 産 に 登 録 さ

れ た 。

世界遺産として、世界的にも希有な文化及び伝統は，現在でも私たちの生活の舞台で

あるとともに，心の拠り所となっている。

このように先人の残したすぐれた歴史・文化を理解する事は、世界遺産を有する地域

の使命でもあると同時に、それらに誇りを抱き，自分の住んでいる地域の発展に尽くし

たり，グローバルな視点を持つ台座となると考える。よって村内３小学校で「琉球王国

のグスク及び関連遺産群」の１つである「中城城跡」と按司「護佐丸」を切り

口とした、歴史・文化を学ぶ必要がある。
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（３）法令上の教育の目標等との関係

ア 教育基本法及び学校教育法における教育の目標に関する規定との関係

【教育基本法】

第二条 教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げる目標を達成す

るよう行われるものとする。

五 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国を尊

重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

【教育基本法】

第二十一条

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それらを

はぐくんできた我が国と郷土を愛する態度を養うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、

他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。

上記法令を具現化するため本「中城ごさまる科」は、世界遺産指定された「琉球王国のグスク

及び関連遺産群」を中心にしながら学習を展開する。それにより、正しく我が国と郷土の伝統と

文化理解する事ができる。また、それは他国を尊重し国際社会の平和に寄与する基盤となる。

イ 学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること

１ 小学校第 1、２学年においては、絵本教材・読み物教材「なかぐすくのえいゆう ごさまる」

を教材を作成し国語の指導内容

（1） 読むことの能力を育てるため，次の事項について指導する。

ア 語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。

イ 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら内容の大体を読むこと。

ウ 場面の様子について，登場人物の行動を中心に想像を広げながら読むこと。

また、生活の指導内容項目

（8） 自分たちの生活や地域の出来事を身近な人々と伝え合う活動を行い，身近な人々とかか

わることの楽しさが分かり，進んで交流することができるようにする。を指導する。

２ 小学校第 3、4学年においては、

社会の指導内容である（5） 地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり年

表にまとめたりして調べ，人々の生活の変化や人々の願い，地域の人々の生活の向上に尽く

した先人の働きや苦心を考えるようにする。

ア 古くから残る暮らしにかかわる道具，それらを使っていたころの暮らしの様子

イ 地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事

ウ 地域の発展に尽くした先人の具体的事例

を取り入れ従来の単元を「中城ごさまる科」へ移す。

３ 小学校第５学年においては、「史劇 護佐丸･阿麻和利の乱」の脚本を作成し、以下の総合

的な学習の時間の目標、内容を踏まえて展開する。また，思いやりの心を持つとして，「護

佐丸と中城の人たち」，郷土の伝統を大切にするとして「世界遺産 中城城跡」、社会に奉仕

する喜びを知るとして，「中城城跡のガイドさん」の資料を作成し，以下の道徳の指導内容

を充てる。
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【総合的な学習】

指導計画の作成と内容の取扱い（5）学習活動の例で示された，「地域の人々の暮らし，伝

統と文化」として、学習活動を展開していく。展開するにあたっては、組踊「護佐丸」上演実

行委員会や城跡案内ボランティア団体「グスクの会」等の各種団体との連携，地域の教育資源

を積極的な活用を行う。また、体験的な学習に配慮しつつ，教科等の枠を超えた横断的・総合

的な学習，探究的な活動となるよう充実を図る。

【道徳】

2.主として他の人との関わりに関すること

（2）だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に立って親切にする。

4.主として集団や社会とのかかわりに関すること。

（4）働くことの意義を理解し，社会に奉仕する喜びを知って公共のために役に立つことを

する

（7）郷土や我が国の伝統と文化を大切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する心をもつ。

４ 小学校第６学年においては、教材「琉球の武士の世の中」を作成し、以下の総合的な学習の

時間の目標、内容を踏まえて展開する。

【総合的な学習】

指導計画の作成と内容の取扱い（5）学習活動の例で示された，「地域の人々の暮らし，

伝統と文化」として、学習活動を展開していく。展開をするにあたっては、沖縄の文化の

歴史的な背景や世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の価値を見いだすために、

中城城跡の活用や体験的な学習に配慮しつつ，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習，

探究的な活動となるようにする。

ウ 学習指導要領に定める内容事項を指導するための総授業時数が特別の教育課程において確保さ

れていること

教育課程編成計画を編成・運営において、標準授業時数を上回るように務

める。

（４）児童又は生徒の教育上適切な配慮及び保護者への配慮

ア 児童又は生徒の発達の段階並びに各教科等の内容の系統性及び体系性への配慮

１小学校第 1．2学年においては、紙芝居や読みものを中心に、中城村の文化や歴史的人物に興味

・関心を持つ事

２ 小学校第 3．4学年においては、自分の住んでいる地域の伝統・芸能の等の文化について知り、

中城城跡に関連する人、物、事について調べ知る事

３ 小学校第５学年においては、中城城跡に関連して働く人や、歴史・文化を継承している人々

の努力や活動を知る事や城主「護佐丸」について、当時の中城に住む人びとに対しての思いや

りや歴史上の偉業に気づき、世界遺産としての価値を見いだす事

４ 小学校第６学年においては、中城城跡や城主「護佐丸」を中心に、グスク時代、（12世紀前後）

琉球王国として東南アジアや中国、朝鮮半島や日本との経済的、政治的な交流をもち、独自の琉

球文化を花咲かせたことを知る事。

イ 保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮（小

学校，中学校，中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において特別
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の教育課程を編成・実施する場合のみ記載）

「中城ごさまる科」を進めるにあたって、保護者に教材費や副読本等の購入を求めるなど経済

的負担はかけず、中城村教育員会、各学年の学習を進める上で必要な教材を作成し配布する。

学校においては、「中城ごさまる科」の趣旨理解を進め、指導の充実に努める。ただし、取組

に係る経費が必要な場合には、保護者の同意を得、負担過重にならないように配慮する。

ウ 児童又は生徒の教育課程特例校への転出入に対する配慮

転出児童については、転出先の学校に対し、本教育課程の趣旨説明を行い、スムーズに申し送り

できるよう配慮する。

また、通常の教育課程から削減して配当した生活科や音楽、体育等についても、その内容の精選、

指導方法の工夫・改善を図るなど、全内容が履修できるように適切に行わるようにする。また、標

準授業時数を上回る教育課程編成の計画・運営を行う。転入児童については、該当学年までの教材の

提供を行う。授業の中で、状況に応じて個に応じた支援ができるように配慮する。

エ その他特例の実施に当たって必要と考えられる配慮等

・1年から６年までの教材を作成する。

・指導する教師用手引き書の作成を行う。

・各学年の「中城ごさまる科」学習指導事例集の作成し村内で共有できるようにする。

・村主催の担当者研修会を行う。

・文化・歴史遺産の巡検や講話・講演会・フォーラムの開催

・「中城ごさまる科」の担当を校務分掌に位置づけ、学校の体制づくりを行う。

・「中城ごさまる科」を推進するための学習環境作りに努める。

・現在建設中の「護佐丸歴史資料図書館」と連携し「中城ごさまる科」で活用できるよう連携を図

る。

・「中城ごさまる科」を推進するための予算措置

（５）特例の適用開始日

平成 26年 4月 1日

（６）取組の期間

平成 26年 4月 1日～平成 29年 3月 31日

（７）計画の実施状況の把握・検証及び文部科学省への報告

・教育課程編成・実施状況の把握。検証については、年度当初に教育計画書の提出

と年度末に実施授業時数を学校から提出。

・自己評価や児童・保護者へのアンケートの実施

評価規準表を作成し、評価結果を踏まえ、指導方法等の工夫改善に努めるとともに、評価結果は

学校便りや学校説明会・授業参観等を通して、保護者や地域に公表する。

・通知票に「中城ごさまる科」欄を作成し、その評価を保護者へ通知する。

・最終年度（平成 29年度）に 3カ年の取組を評価し、年度末に 3年間の実施状況及び検証結果を報

告する。
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１．管理機関

名称 沖縄県中城村教育委員会

住所 〒 901-2407

連絡先 電話番号 098-895-3276

ＦＡＸ番号 098-895-6353

Ｅ－ｍａｉｌ kyoiku-s@vill.nakagusuku.lg.jp

担当者 所属・職名 教育総務課 主幹兼指導主事喜屋武辰弘

作成年月日、修 平成２５年 8 月 5 日

正年月日

２．都道府県教育委員会 /都道府県私立学校主管課
名称

住所 〒

連絡先 電話番号

ＦＡＸ番号

Ｅ－ｍａｉｌ

担当者 所属・職名
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中城小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。
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津覇小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。
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中城南小学校 教育課程表

区 分 各 教 科 の 授 業 時 数 道 特別 総合 外国 新 総

国 社 算 理 生 音 図 家 体 徳 活動 的な 語活 設 授

画 の の授 学習 動の 教 業

工 授 業時 の時 授業 科 時

語 会 数 科 活 楽 作 庭 育 業 数 間の 時数 等 数

時 授業 の

数 時数 授

業

時

数

第１学年 301 136 97 68 68 102 34 34 10 850

（-5） （-5） （＋ 10）

第２学年 310（- 175 100（- 70 70 105 35 35 10 910

5） 5） （＋ 10）

第３学年 245 58 175 90 60 60 105 35 35 70 12 945

（-12） （＋ 12）

第４学年 245 78 175 105 60 60 105 35 35 70 12 980

（-12） （＋ 12）

第５学年 175 100 175 105 50 50 60 90 32 35 60（-1 35 13 980

（-3） 0） （＋ 13）

第６学年 175 105 175 105 50 50 55 90 35 35 55 35 15 980

（-15） （＋ 15）

合 計 1451 34 １（-2 1011 405 197（- 358 358 115 597 206（- 209 255（- 70 72 5645

（-10） 4） 10） 3） 25） （＋ 72）

＊１ 標準授業時数と異なる授業時数を設定する教科等については， 標準授業時数からの増減を

（ ）で記入し，網掛けにすること。

＊２ 英語による教育（いわゆるイマージョン教育）を行う場合には、標準授業時数や増減時数の

下にアンダーラインを引くこと。
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【様式３】

平成 年 月 日

文部科学省初等中等教育局長 殿

管理機関名 中城村教育委員会

教育長 比嘉 良治 印

教 育 課 程 特 例 校 指 定 変 更 申 請 書

別紙のとおり、特別の教育課程編成・実施計画の変更を希望するので、学

校長の同意書を添えて申請します。
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（別紙）【様式４】

特別の教育課程編成・実施計画の変更内容

変更内容

（３）法令上の教育の目標等との関係 イ 2 小学校第 3，4 学年について

小学校第 3 学年の内容事項を，新学習指導要領総合的な学習の時間第 2 ３各学

校において定める目標及び内容の取扱い (5)で示された「地域の人々の暮らし，

伝統と文化など地域や学校の特色に応じた課題」として「中城村の人々が受け

継いできた中城城跡とそれらを伝える人々の思いや願い」を取り上げる。

学習するにあたっては，世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の価値

を理解し，見学・聞き取りなどの体験的な学習を取り入れ，児童が探求的な見

方･考え方を働かせ，教科等の枠を超えた横断的･総合的な学習や児童の興味･関

心等に基づく学習となるよう充実を図る。

小学校第 4 学年の内容事項を，新学習指導要領社会科第 4 学年 2 内容 (5) 県内の

特色ある地域の様子について，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次

の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ｱ) 県内の特色ある地域では，人々が協力し，特色あるまちづくりや観光などの

産業の発展に努めていることを理解すること。

(ｲ) 地図帳や各種の資料で調べ，白地図などにまとめること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。

(ｱ) 特色ある地域の位置や自然環境，人々の活動や産業の歴史的背景，人々の協

力関係などに着目して，地域の様子を捉え，それらの特色を考え，表現するこ

と。

を「中城ごさまる科」へ移し学習する。

※箇条書きで、具体的且つ簡潔に記載すること。

変更理由

平成 31 年度実施移行措置によって，第 3 学年で「中城ごさまる科」に移した社

会科の指導内容（5）地域の人々の生活について，次のことを見学，調査したり

年表にまとめたりして調べ，人々の生活の変化や人々の願い，地域の人々の生

活の向上に尽くした先人の働きや苦心を考えるようにする。

イ 地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事

を扱わなくなったため。

小学校第 4 学年においては，護佐丸についての考古史料，文献資料が乏しいた

め。また，近年，中城村では「護佐丸・中城城跡」を用いた取り組みに力を入

れており，かつ，ボランティアガイド「グスクの会」が継続的に活動をしてい

るため。

※箇条書きで、具体的且つ簡潔に記載すること。
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【担当者】

１．管理機関

名称 沖縄県中城村教育委員会

住所 〒 901-2407

連絡先 電話番号 098-895-3276

ＦＡＸ番号 098-895-6353

Ｅ－ｍａｉｌ kyoiku-s@vill.nakagusuku.lg.jp

担当者 所属・職名

作成年月日

２．都道府県教育委員会 /都道府県私立学校主管課

名称 沖縄県教育庁義務教育課

住所 〒900-8571 沖縄県那覇市泉崎 1 丁目２番２号

連絡先 電話番号 (098)866-2741

ＦＡＸ番号 (098)866-2750

Ｅ－ｍａｉｌ tairahjm@pref.okinawa.lg.jp

担当者 所属・職名 義務教育課 学力向上推進室

指導主事 平良 一 （たいら はじめ）
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成果物

中城ごさまる科

21



中城小学校
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　１年生

中城小学校 （中城城跡見学の様子）
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1 年生　成果物

中城小学校

24



中城小学校

25



１年生　中城城跡見学の様子

中城小学校

32



中城小学校

２年生

護佐丸歴史資料図書館

歴史展示室　見学の様子

35



中城小学校

２年生　成果物
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中城小学校
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中城小学校

39



中城小学校　護佐丸歴史資料図書館見学の様子

２年生

46



児童が作成したオリジナルカルタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中城小学校

３年生

47



３年生

中城小学校

３年生

児童の作成した 「ごさまる科新聞」

50



中城小学校
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中城小学校

３年生

58



中城小学校

３年生

62



発行　中城村教育委員会

学 　 校

年 組 番

名 　 前

小学校

4 年 組　　　　番

「護佐丸・中城城跡を通して　中城の歴史と文化を学ぶ　プロジェクト」

中城村 世界遺産のある
わたしたちの中城村

せ か い い さ ん

な か ぐすく そ ん

中城ごさまる科４年生
４年生

中城小学校

65



中城小学校

４年生
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中城小学校
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中城小学校

４年生
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５年生

中城小学校
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中城小学校

５年生　音読劇発表会　ふりかえり
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中城小学校
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中城小学校

５年生
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中城小学校

77



６年生

中城小学校
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ごさまる科

ごさまる科１組A 1/15ページ
１．グスク時代　　担当(比嘉ここな)　

めあて：グスクはなんのためにつくられたのだ
ろう。
まとめ：グスク
は、農耕を中心と
した集落をつくる
ためにつくられ
た。

ごさまる科１組A

１．グスク時代の人々の暮らし

京都で藤原氏が天皇をしのぐほどの権⼒を持っていた頃、沖縄島では集落を形成していた人々

が、台地に集落をかまえるようになっていきました。その頃、⽥や畑を作り、⽶や⻨、あわを育

て、⽜をかう⽣活をしていました。

２．１２世紀後について

１２世紀後になると、鉄を使った農具を使うようになり、協⼒して作業するようになります。

３．按司とは？

強い⼒で集落を支配する豪族のことを按司といいます。

４．按司は何をした人？

按司は集落の近くに⽯垣で囲まれたグスクを築いて住み、⽥や畑を構えていた。その他に按司を

中心として、集落を守っていました。

５．鉄による⽣産性の向上

当時沖縄は、鉄が取れなかったため、按司が中国から鉄をにゅうしゅしました。そして⽊製のす

きやくわなどよりも丈夫で長持ちし、深く耕せることから農作物の収かく量が増えたそうです。

3/15ページ

・グスク時代
・三山時代
・進貢貿易
・三山統一
・中国とのつながり
・橋の整備と仏教
・王位継承争い
・地方有力の按司の争い

今回の授業

・読谷山按司
　　　　　護佐丸
・中山の有力按司
　　　　　護佐丸

ごさまる科１組A 2/15ページ

中城小学校

６年生　琉球王国の歴史プレゼンテーション
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２．三山時代　　担当（新垣柚奈
）

めあて：どのようにして３つ
の大きな勢力に分かれたのだ
ろう

まとめ：三人の按司が日本や中
国との交易によりの特に大きな
勢力を持ち、３つの勢力に分か
れていきました。

ごさまる科１組A

按司の中には当時の⽇本や中国との交易を⾏い、⼒を増していくものが現れました。そのような

⼒の強い按司は、勢⼒をのばしていきました。１４世紀になると、三人の按司が特に勢⼒を持

ち、しだいに３つの⼤きな勢⼒に分かれていきました。当時の中国ではこれを三山とよんでいま

す。三山は王を立て、今帰仁グスク、浦添グスク、島尻⼤⾥グスクに住んでいました。三山は北

から北山、中山、南山と呼ばれていました。これ⼆より三山時代が始まりました。

4/15ページ

３．進貢貿易　　担当(
新垣瑛太)

めあて：進貢貿易は、どのような効果が
あったのだろう
まとめ：琉球はたくさんの特産品を
手に、中国などの、品物や、高価な
商品を買えた。この貿易で琉球は栄
えた

ごさまる科１組A

皆さんは、進貢貿易というものを知っていますか？進貢貿易とは、沖縄、琉球が⾏っていた貿易

のことです。この頃の琉球は、三山統⼀していなかった時期です。この頃に、中国、「明」から進

貢を促されたのが始まりだそうです。琉球は、⾺や硫⻩「危ないもの」を取引し、中国からは鉄

器や陶磁器などが送られたそうですこの貿易は、さんざんじだいから、国を挙げた貿易をするこ

とで後の統⼀する頃まで続きました。琉球は、中国、⽇本、タイ、マレーシア…などとも、貿易
し、⼤きな利益を得ました

5/15ページ

４．三山統一　　担当(新垣隆一郎
)
めあて：三山は、どのようにして統一さ
れたのだろう　　

まとめ：尚巴志が中山王を
ぶねいと南山王のたるみと
北山王のはんあんちをたお
して統一した

ごさまる科１組A

 尚巴志が父思紹とともに、同じ南山の島添⼤⾥按司をほろぼし島添⼤⾥1406年尚巴志はその中
山をせめ中山・ぶねいをほろぼした。

今帰仁グスクをせめ1416年北山・はんあんちをほろぼした。尚巴志は北山王のはんあんちをほろ
ぼした。1429年ごろ南山と争い南山王たるみいをとらえられました。尚巴志は琉球王国をつくり
三山時代は終りをむかえました。

6/15ページ

中城小学校
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６年生

６．橋の整備と仏教　担当(比嘉汐莉菜)

めあて：　第一尚氏王統は、
どのような政治を行ったのだ
ろう。

まとめ：　王が変わったり
国内で大乱が起き、寺の建
立、僧を呼び寄せ仏教の力
を借りて国を守っていた。

ごさまる科１組A

冊封使が来るたび、那覇港と崇元寺を結ぶ海に船を並べ、うき橋を造っていた場所に、尚金福が

『長虹堤』というアーチ橋を造った。橋は那覇港から⾸⾥城へ向かうには便利になった。

尚忠王以降、短期間で王が変わったり国内に⼤乱が起こった。

尚泰久は、仏教の⼒を借りて国を守ろうと考え、寺を建立したり、⽇本から僧を呼び寄せた。ま

た、数多くの鐘を作り、寺に寄進（寄付）した。

9/15ページ

５,中国とのつながり　名前（屋比久愛佳）
　　

めあて：第一尚氏王統は、どのような政
治を行ったのだろう？

まとめ：第一尚氏王統は、冊封使の儀式を行う
など、皇帝との関係を大切して政治を行った。

ごさまる科１組A

 琉球の国王が亡くなると、

（あとつぎ）は中国皇帝にその報告をしました。そして、皇帝が次の国王を任命しました。

      ⇩

このことを「冊封」といいます。

冊封とは...？
 皇帝の言葉を「冊」といい、

⼟地をあたえて任命することを

「封」といいます。

 

 琉球についた冊封使は、⾸⾥城

で冊封のための儀式を⾏い、皇帝からあずかった文章に書かれてある「爾（なんじ）をほうじ

て、琉球王国中山王と為す」と中国語で読み上げます。

      ⇩

このとき初めて、正式に中国に認められた国王となりました。 読み上げられた文章は「国の宝」

として、⾸⾥城内に保管されました。

 冊封使は琉球に約半年間たい在

しました。琉球王府は、そのあいだ定期的にかれらをもてなしていました。

 １４２７年、尚巴志は⾸⾥城の外に池（りゅうたん）をほり、⼟を盛っておかをつくり、花や

⽊々を植えて、ながめを楽しませるようにしました。後に、冊封使をもてなすためにこのはりゅ

うに、はりゅう船を浮かべ、競争させたことが記録に残っています。

7/15ページ

中城小学校
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８地方有力の按司の争い　担当(祐空
)

めあて：第一尚氏統ではどのようなでき
ごとがあったのだろう。

まとめ：地方有力の按司の
争いは、あまわりの嘘では
じまった。

ごさまる科１組A

地方有⼒の按司の争いは、1458年に発⽣しました。
勝連城の按司であった阿麻和利は⾸⾥城を滅ぼし王位に就こうとしていました。王様は護佐丸を

座喜味城から中城城の按司に任じました。これに対して阿麻和利は、護佐丸が兵⾺を訓練して⼒

をつけ、反逆をしようとしているとうそをつきました。王は疑いつつも、実際に護佐丸が軍を整

えているのを知り、阿麻和利に護佐丸をたおさせた。しかし、護佐丸には反ぎゃくの心は�く、

抵抗せずに⾃がいした。阿麻和利は今度は王を狙おうとしたが、付き人がこれを知らせたので、

王は阿麻和利を討ったといいます。

11/15ページ

９．読谷山按司　護佐丸　担当(
島袋太誠　　

まとめ：護佐丸は中国などとこうえきを行いカをたくわえて
いました。

めあて：読谷山あじのころの護佐丸はどんなことを
してたのだろう。

ごさまる科１組A

護佐丸は、山⽥に⽣まれたといわれています。いつ、父のあとをついでよみたんあじになったの

かわわかりません。

中国などとこうえきを⾏い⼒をたくわえてました。

1416年、しょうはしがほくざんをせめるとき、ちゅうざん王にメーレーされ�りにくわわった護
佐丸がなきじんグスクをうらてからせめたというきろくがありました。

12/15ページ

７．王位継承争い　担当(桃原玲愛)

めあて：第一尚氏王統では、どのようなできごとがあったのだろう。

ごさまる科１組A

尚巴志「しょうはし」の死後、第⼀尚氏王統「だいいちしょうしおうとう」最後の尚徳王「しょ

うとくおう」まで、４〜９年程度で王が交代していました。第五代尚金福王「しょうきんぶくお

う」の死後、金福王「きんぶくおう」の子、志魯「しろ」と金福王「きんぶくおう」の弟布⾥

「ふり」が次の王をめぐって争っていました。志魯「しろ」につく家臣「ちじん」と布⾥「ふり」

に分かれ、⾸⾥城の⼀部を焼失「しょうしつ」するほどの⼤きな争いになりました。また、志魯

「しろ」、布⾥の２人はこの争いで、命を落としどちらも王府を⼆分する⼤きな争いにより、王府

が安定していないことを地方の按司に⽰すことになりました。かれらに代わって王となったの

は、金福と布⾥の弟である越来按司「ごえくあじ」の尚泰久「しょうたいきゅう」でした。

王の権⼒を高め、王国の安定のために、努「つ」めました。

10/15ページ

中城小学校
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６年生

10．中山の有力按司　護佐丸　担当（笑咲）

めあて：中城に移された護佐丸は、どんなことをしたのだろう。

まとめ：護佐丸は王の求めに応えるために三の郭と北の郭を新たにつく
った。

ごさまる科１組A

三山統⼀後、尚巴志王（しょうはしおう）によって、護佐丸を読谷から中城へ移ら�ました。

勝連按司が王府に背くことのないように⾒張ること、背いたときにはすぐに戦えるように備える

ことが理由として伝えられています。1440年、護佐丸は中城に移りました。それから王の求めに
応えるために、三の郭、北の郭を新たに造り、グスクを強化し、⻄の郭で兵を訓練して、勝連に

備えたとして伝えられています。しかし、1458年、「護佐丸が兵を訓練しているのは王府を打つ
ためだ」と勝連按司阿麻和利が第⼀尚氏王統第六代尚泰久王（だいいちしょうしおうとうだいろ

くだいしょうたいきゅうおう）に、うその進言をします。それを受け入れた尚泰久王（しょうた

いきゅうおう）は、護佐丸を討つよう阿麻和利に命令します。尚泰久（しょうたいきゅう）が即

位する前から有⼒按司として仕えていた護佐丸は、阿麻和利により⾃害に追い込まれたと伝えら

れています。後に、護佐丸に王府を討つつもりがなかったことを知った尚泰久王（しょうたいき

ゅうおう）は、とてもかなしみ、⾃らのあやまちをなげいたとも伝えられているそうです。

13/15ページ

深めよう　護佐丸の生きた時代　　担当(心陽
)

めあて：平民と役人の違いはなんだろう

まとめ：平民と役人では主に服・道具が違います。

平民

役人 道具

平民

役人

食べ物

ごさまる科１組A

平民と役人では服装と道具が⼤きく違います。

服は、平民は、麻といった⽣地を使っていて役人も麻を使ってました。又、服を締める帯は平民

は、縄などの紐、役人は、絹などの高級な素材を使っていました。更に⾜元は、平民は、裸⾜に

比べ役人は、⾜袋（今でいう靴下）に草履です。

次に道具は、平民は、主に農作業に使うもの（くわ・すき）で持ちての部分は、すべて⽊製で

す。更に刃の部分に、鉄をかぶせることで耐久性・耕作⼒を向上させています。役人は、戦うた

めのもの（かぶと・よろい・じゅう）です。

最後に食べ物は、どちらも似たようなものです。画⾯にある稲や⼩⻨だけでなく、⾙、⿂、イノ

シシ、⽜・⾺、⽶、粟が食べられてました。粟というのは、五穀の⼀つで、穀粒は、⼩さく⻩色

です。

14/15ページ
中城小学校
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深めよう　進貢貿易　　担当(琉真
)

めあて：進貢貿易はどのように行ったのかな。

まとめ：貿易船をつかい、アジアの国といろいろな物を交換した

ごさまる科１組A

 まず、進貢貿易で使⽤した船について紹介します。船の高さ約３m船の長さ約３５mやほうの
⼤きさは縦約２２ｍ横約１５ｍで約３３０㎡。くさりの長さ約８ｍです。海上の移動距離は、８

００ｋｍで乗員数、平均約２００人。 

 進貢貿易は、中国、⽇本、東南アジアの３つの貿易で別れています。中国とは、⼑、やり、こ

うしんりょう、などを輸出し、織物、やくそうを輸入しています。⽇本とは、⼑、やり、 ょう

ぶ、おうぎを輸入して、織物、薬草、こうしんりょう、こうりょう、ぞうげを輸出していまし

た。東南アジアとは、こうしんりょう、こうりょう、ぞうげを輸入し、とうじき、織物、ぶ�を

輸出していました。            
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６年生　授業のふり返り
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津覇小学校
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１年生

津覇小学校
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津覇小学校

１年生　成果物
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津覇小学校
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津覇小学校　中城城跡見学の様子

１年生
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２年生

津覇小学校
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２年生　成果物

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

２年生
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津覇小学校　護佐丸資料図書館見学の様子

２年生
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３年生　成果物

津覇小学校

児童の作成した 「ごさまる科新聞」
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津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中城城跡見学の様子

３年生
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津覇小学校

４年生
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津覇小学校

４年生　成果物
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津覇小学校
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４年生　授業の様子

津覇小学校
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津覇小学校

５年生
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５年生　ワークシート

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校

５年生
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津覇小学校
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津覇小学校

６年生
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津覇小学校
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６年生

津覇小学校
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津覇小学校
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津覇小学校
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中城南小学校
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１年生

中城南小学校
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１年生　成果物

中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校

２年生
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２年生　成果物

中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校

２年生
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中城南小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　授業の様子

２年生
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中城南小学校

３年生
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中城南小学校

3 年生　児童の作成した 「ごさまる科新聞」
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中城南小学校
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中城南小学校
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４年生

中城南小学校
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4 年生　成果物

中城南小学校
196



中城南小学校
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4 年生　歴史展示室見学の様子

中城南小学校
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中城南小学校
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５年生

中城南小学校

203



５年生　成果物

中城南小学校
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中城南小学校
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中城南小学校

５年生
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５年生　音読劇の様子

中城南小学校
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中城南小学校

６年生
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中城南小学校

６年生

　 　 　 琉球王国クイズ

　 　 　 　 　赤澤蓮 喜友名朝裕 仲島太我 北条悠星 兼次結愛 大島にこ
黒木せな

グスク時代

　 　 　 　 　ああああああああああああああああああああああ

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　野面積み 　 　布積み 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　相方積み

この中で一番新しい石の積み方なのはどれでしょう

グスク時代

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 この道具の名前は何でしょう

           　　　　　　　　　　　①くあ　　　　②くら

　　　　　           　　　　　　　③くな　　　④くわ

三山時代

１４１５年から１４２８年にかけて

南山王になった人の名前は何でしょ

　うか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ぶねい はんあんち たるみい

　 　 　①武寧 　②攀安知 ③他魯毎

三山時代

尚巴志のお父さんの名前は

①思紹　②尚氏　③巴志　④尚巴氏
　　　ししょう　　　　         しょうし　　　        　　はし　　       　　　　しょうはし

進貢貿易

琉球は、どこと貿易をし

ていたでしょうか
　①中国　　➁アメリカ　　③ドイツ

三山統一
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中城南小学校

三山統一 中国とのつながり

琉球王国の国王がなくなったあ

と、そのあとつぎが中国皇帝に

そのことを報告した。

◯か✕か

中国とのつながり

中国の皇帝が日本に送った人

の人数は何人でしょう
①１００〜２００人　②２００〜３００人

③３００〜４００人　④４００〜５００人

王位継承の争い

「布里」という名前の人と、「志魯」という名前の

人がいました。この二人が戦ったことをなんとい

いますか。

①志魯・布里の乱　②志魯・布里の戦い

③布里・志魯の乱　④布里・志魯の戦い

王位継承の争い

王様になるための「志魯・布里の乱」で、勝ったのは

志魯と布里のどちらでしょうか。

①志魯の勝ち　　        　②布里の勝ち

③どちらも王様に　        ④どちらも王様に

　　なった　　　              　　ならなかった

第二尚氏王統

琉球王国が沖縄県になるまで

に何年間ありましたか
　　　①１００年間　　　②４００年間

　　　③８００年間　　　④１２００年間

第二尚氏王統

７人目の王様の次の王様は誰でしょうか

①尚巴志　　②金丸

③阿麻和利　④護佐丸

１６

何問正解できたかな
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中城南小学校

６年生　授業の様子
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